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2018 年以降、百日咳は感染症法上の 5 類感染症として全数把握が義務付けられ、患者報告数は 2024 年以降再

び増加傾向を示しています 1）。特に乳児における重症例が増加し、さらにマクロライド耐性百日咳菌の頻度も増

加しています 1-4）。 

・母子免疫の早期導入について 

日本では、百日咳に対して乳児への百日咳含有ワクチン（3種混合ワクチンDPTや 4種混合ワクチンDPT-IPV）

の定期接種が生後2か月以降に実施されています。しかし、百日咳含有ワクチン接種前の乳児への感染例が多く、

またその重症化が問題となっています。オーストラリアや欧米諸国では、妊娠後期の妊婦に百日咳含有ワクチン

（Tdap）を接種することで母体から乳児への移行抗体を増加させ、乳児の重症化を防ぐいわゆる「母子免疫ワク

チン」が推奨されています 5）。現在、日本では Tdap は認可・販売されていないため、個人輸入する方法はあり

ますが、副反応発生時の対応など課題が多く日本での母子免疫ワクチンは進んでいません。 

 

・百日咳含有ワクチン（DTaP）による代替接種の可能性について 

定期接種として導入されてきた百日咳含有ワクチンのうち、3 種混合ワクチン DTaP（トリビック🄬）は添付文

書上、妊婦への皮下接種が可能です 1）。また、最近の厚生労働省研究班により、妊婦への DTaP 皮下接種の安全

性と乳児への百日咳に対する抗体移行が確認されています 6）7）。Tdap が使用できない日本国内においては、母

子免疫ワクチンを目的とした妊婦への百日咳ワクチン接種の実現可能な代替案として DTaP の活用が考慮され

ます。ただし現時点では、妊婦への DTaP 皮下接種による乳児百日咳の重症化予防効果は証明されていないこと

をご留意ください。 

 

・ 妊婦への感染リスク低減のための医療従事者への DPT ワクチン接種 

乳児の百日咳感染源の多くが家族および医療従事者であることから、日本環境感染学会では、産科病棟スタッフ、

新生児や乳児をケアするスタッフ、妊婦や新生児と接触する医療関係者に対し百日咳含有ワクチン（DTaP）の

接種を推奨しています 8）。百日咳の流行抑制には、妊婦や新生児を診察する我々産婦人科医や助産師をはじめと

する医療従事者への接種も考慮されます。 

 

乳児の百日咳の感染対策として、百日咳含有ワクチンを用いた妊婦への母子免疫と医療従事者の予防接種の現状

をご紹介いたしました。先生方の日常診療の参考にしていただければ幸いです。日本国内においても百日咳に対

する母子免疫ワクチンが進むことを期待しております。 
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